
予算全体の姿

◆令和8年度当初予算（一般会計）の規模は、

　 対前年度比　0.2％の減で、総額　６０6億6０0万円

R8 R7

当初 ａ 当初　b

６０,606,０00 ６０,753,０00

a-b　

予算比 ▲１４７,0００

伸率 ▲0.２%

令和8年度当初予算（一般会計）のポイント

（単位：　千円）
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市税の状況

◆令和8年度当初予算における市税収入は、

　 対前年度比　＋６億２千万円、３.７％の増で、総額　1７５億円

Ｒ８ Ｒ7 予算比 伸率 備考

個人市民税 6,７３６,000 6,232,000 ５０４,000 8.１ 給与所得の増加による増

法人市民税 1,2７６,300 1,212,000 6４,３００ ５.3 企業業績の好調見込みによる増

固定資産税 6,８５４,７１７ 6,799,902 ５４,８１５ ０.８

軽自動車税 451,500 457,500 ▲６,０００ ▲1.３ 環境性能割の廃止による減

市たばこ税 7６９,９８３ 776,598 ▲６,６１５ ▲０.９ 消費本数の減少による減

入湯税 2２,000 21,000 1,000 ４.８ 入込客数の増加による増

都市計画税 1,38９,５００ 1,381,000 ８,５00 ０.６

計 1７,５００,000 16,880,000 6２0,000 ３.７

（単位：　千円・　％）

※軽自動車税には旧法よる環境性能割を含む



地方交付税の状況

◆地方交付税は、前年度同額の総額　117億6,000万円

◆臨時財政対策債は、令和７年度に引き続き発行予定なし

区分 Ｒ８ Ｒ7 予算比 伸率

普通交付税 11,000,000 11,000,000 0 0

特別交付税 760,000 760,000 0 0

合計 11,760,000 11,760,000 0 0

（単位：　千円・　％）

※　国の状況

　　・地方交付税　２０兆１,８４８億円　（前年度比　＋１兆２,２７４億円、　＋６.５％）

　　　　　地方交付税総額について前年度を1.2兆円上回る20.２兆円を確保。

　　　　　臨時財政対策債償還基金費、地域未来基金費を除くとほぼ前年度並の水準

　　

　

市債の状況

◆市債発行は、対前年度比　▲１７億１,５９０万円、３０.４％の減で、

　 総額　３９億２,８３０万円

区　　分 Ｒ８ Ｒ７ 予算比 伸率

市債 ３,９２８,３００ ５,６４４,２００ ▲１,７１５,９００ ▲３０.４

（単位：　千円・　％）

義務的経費の状況

◆義務的経費は、対前年度比　＋８億4,851万９千円、2.8％の増で、

　 総額　３０７億7,１36万６千円

　【人件費】　１1５億３,０５４万６千円　

　　　　　　対前年比　＋５億２,５９４万３千円 　 ＋4.８％　

　　　　　　　　　一般職員給与費     ＋6億１,273万5千円 　＋5.8％

　　　　　　　　　　　 　　　    うち 本給　　　　　　　　　+2億1,309万1千円　　+3.6％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域手当　　　　　  +8,918万5千円 　 +102.4％

                                             期末勤勉手当　　　+1億5,714万2千円 　 +7.9％

                                             時間外勤務手当 　▲9,935万8千円　　▲26.9％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　退職手当　　　　　　+1億627万9千円　　+4,040.9％

　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　

　　【扶助費】　1３７億６,３１３万４千円　

　　　　　　対前年比　＋４億１,６３５万７千円　  ＋３.１％　

　　　　　　　　　障害者介護給付等事業 　　    ４３億５00万円（＋４億４,５00万円、＋１１.５％）

                  こども医療費支給事業　　 　     ４億７,８２７万１千円（＋６,６２７万１千円、＋１６.１％）

                  各種扶助事業（生活保護費）   1８億３,０００万円（▲７，０００万円、 ▲３.７%）　

                  要保護及び準要保護児童生徒援助事業(小学校)  ２,２８３万円（▲３,７２０万円、▲６２.０％）

   【公債費】　 54億7,７68万６千円　

　　　　　　対前年比　▲9,378万１千円　  ▲１.7％
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投資的経費の状況

◆投資的経費は、対前年度比　▲2０億2,４7４万円、２３.4％の減で、

　 総額　６６億3,４42万5千円

　【主な事業】

　　　　高向小俣線ほか１線整備事業　　　　 　　　　　　  ２，０４０，６６０千円

        空調設備整備事業(小・中学校) 　　　　　　　　　　　　 　　　  ７６５，０００千円

　　　　中学校長寿命化改修事業　　　  　　　　　　　　　　　　 　　　   ７１１，００７千円

　　　　三重南消防指令センター整備事業 　　　　　　　　　　 　　　   339，263千円

　　　　体育施設整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　　　　 ２４０，０００千円

　　　　岡本吹上線改良事業 　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　　　　 ２１２，１８０千円 

　　　　道路側溝等改良事業　　    　　　 　　　　　　　　　　   　 　　 　１７５，０００千円

　　　　県営事業地元負担金(街路) 　　 　　　　　　　　　　   　 　　 　１57，０００千円

　　　　橋梁長寿命化事業             　　 　　　　　　　　　　   　 　　 　１２３，６９０千円

　　　　排水機・排水機場維持管理経費（機能更新） ※1 　　　　　　 101，510千円

　　　　地域公共交通促進事業             　　 　　　　　　　　　　   　 　 ９９，０００千円

　　　　宮川河川敷公園整備事業          　　 　　　　　　　　　　   　 　 74，865千円

        まちなかウォーカブル推進事業   　　 　　　　　　　　　　   　 　 58，200千円

　　　  賓日館保存事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　４８，840千円

　　　  　※1　　農林水産業費、及び、土木費の排水機等の機能更新事業　

繰出金の状況

◆特別会計、企業会計に対する繰出金は、対前年度比　＋５億８,７７７万７千円、６.９％の増で、

　 総額　９１億２,２８４万５千円

　　　　　　国民健康保険特別会計　　　　9億３,１18万円　（＋２,920万4千円、+３.２%）

　　　　　　後期高齢者医療特別会計　　 ２２億4,873万1千円　（＋4,855万5千円、+2.2%）

　　　　　　介護保険特別会計　　　　 　   25億763万５千円　（＋1億1,701万円、＋4.9％）

　　　　　　病院事業会計　　　　　　　      ９億９,３６７万6千円　（＋５,２９７万６千円、+５.６%）

　　　　　　水道事業会計　　　　　　　      ４億６６２万３千円　（＋３億６,５９９万９千円、+900.9%）

　　　　　　下水道事業会計　　　　 　      ２０億３,５００万円　（▲１,５００万円、▲０.７% ）　　　　　　　　　　　

　　　
　　
　　　

◆一般財源不足額に対して、財政調整基金繰入金、３２億４,５００万円を予算計上　

　　　前年度比▲4億５,５００万円、12.3%の減(前年度当初予算計上額　３７億円)

　 　 ※Ｒ７年度末財政調整基金残高見込み　　74億7,768万8千円

 ※Ｒ８年度末財政調整基金残高見込み　　42億8,455万円　　　

財政調整基金の状況
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　　　　補正前　　 629億4,775万2千円

　　　　補正額　　▲  ２億2,782万9千円

　　　　補正後　　 627億1,992万3千円

             ○　通常の最終的な計数整理に伴う補正予算

　　　　　   ○　国補正予算（第１号）の配分内示に係る実施事業

                   農業用排水路整備、排水機維持管理(機能更新)、地籍調査、

　　　　　　　　　　　公園長寿命化、厚生中学校体育館改修、明野小学校給食室整備　等　

　　　　　   ○　計数整理等に伴う基金繰入れの減額

  　財政調整基金繰入金　　▲20億8,183万8千円

 

Ｒ７　補正予算

一般会計　９号補正状況
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